「高石市と浜寺公園周辺地域―今後の利活用について―」
　　　　　　　　　　　　　　高石市長　畑中政昭

皆様こんにちは。高石市長の畑中政昭でございます。本日は、このような貴重な機会をお与えいただきまして誠にありがとうございます。そして七野さんの非常に示唆に富んだお話を前段でお聞かせいただきましてありがとうございます。今までのお話は非常に素晴らしくて、これまでの経緯や原点についてのお話でしたが、私は少し趣向を変えまして、これからの街作り、未来についてという視点でお話をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いを申し上げます。
高石市と浜寺公園周辺地域―今後の利活用について―という表題ですが、浜寺公園はまずもちまして、高石市の所有運営ではなく、大阪府が所有されており、公園管理事務所さんが運営されております。ですから私が浜寺公園をこうしたいああしたいと言いましても越権行為になってしまいます。とはいえ浜寺公園と周辺の高石市がそれぞれ別々の方向を向いていても、お互いの相乗効果が図れなくなります。そのため是非とも浜寺公園、大阪府、そして堺市と一緒に同じようなビジョンを持って連携をさせていただいて、周辺地域を利活用させていただきたいと思っています。そのような視点で皆様にプレゼンをさせていただきます。
まずは浜寺公園周辺を面で捉えます。一番上にあるのが大阪府の所有している浜寺公園。そして南の漁港のようなところに黄色で市と書いておりますが、これがマリーナや高石漁港です。これも以前は大阪府の所有でしたが、大阪府から移管され、今は高石市で所有させていただいております。その一つ南に大阪府の所有の臨海スポーツセンターがあります。先日も、高橋大輔選手が周年の事業で来られていました。その南は20年前に皆様ご利用いただいていた図書館と高石市民会館があった場所になります。　
このように浜寺公園の地域は大阪府と高石市が連続して繋がっていることからも、先ほど冒頭に申し上げましたように同じ方向を向いて、この地域を整備・整理していきたいなと考えております。
まず旧図書館・市民会館跡地の整備方針をお話させていただきます。スライドでいうと一番南のところですが経緯を少し申し上げますと、旧市民会館と旧図書館はどちらも平成15年に休館をして、図書館については、現在は高石駅前のアプラ高石という施設に移設されています。また旧郷土資料室も平成21年に休館をしており、今ではアプラ高石の図書館の方に資料が保存をされている状況です。この旧図書館・市民会館跡地を『稼げる拠点にする』というのが現在、高石市役所で進めている整備方針です。
この稼げるということは利益をたくさん産むということよりは、経済を地域で循環させたり、雇用が生まれたり、にぎわいが生まれるということを指しています。先ほど伊佐美師範の講和にもありました、過去のにぎわいはやはりすごかったですね。6000人もの方々が砂浜で遊んだり、水練をされていました。このようににぎわいの拠点としても再整備していきたいなと思っております。
稼げる拠点とするための再整備のポイントは大きく４つございます。１つ目はスポーツ拠点であることです。臨海スポーツセンターや、先ほどの地図では触れていなかったのですが、南にはサッカー場、野球場、スケートボード場そして、３×3のバスケットコートも整備されております。２つ目に地域の交流の場、住民の憩いの場となる点。次に防災の拠点であること。南海トラフ地震が発生した際に臨海工業地帯の方々が避難する場所として一つでも多く高台があった方がいいという観点からも施設整備が必要だろうと考えています。そして最後に浜寺水路や工場夜景もポイントになってくると思います。
ではこの整備によって市民の皆様にどう喜んでいただけるのかをまとめました。まず一つにスポーツを通して健康になっていただきたい。そしてスポーツを通して交流を図っていただきたいと思っています。現在臨海スポーツセンターや浜寺水路を挟んだ漕艇センターなどでは学生などが多く集まる大会や強化合宿などが行われております。全国各地からたくさんの人が集い交流し、市民のみなさんにも使っていただける施設になれば、活気溢れるエリアになると思っております。
次に施設の中にどのようなコンテンツを取り入れるのかというと、一例としては温浴施設です。今サウナが流行っておりますが、そういったサウナなど健康増進のための温浴施設は集客が見込めると考えています。次に稼げるという面で市外からの集客を見込めるようなショップを誘致する。そうすることで収益を生み、持続可能性のある循環型施設としていきたいと思っています。そして最後に憩いの場として水辺のオープンスペースです。先ほどいろんな原点に触れるお話がありましたが、現在目の前には工業地帯があるとはいえ、やはり水辺を活かすという当時の原点を外してはならないと思っておりますので、水辺のオープンスペースとして皆様が憩える場を提供したいと思っています。これが旧市民会館跡地の整備計画となります。
一つ北に上がると次は臨海スポーツセンターがあります。高橋大輔選手や村上佳菜子選手が来られたように、スケートリンクがこの施設の原点の一つなのかなと思っております。数ヶ月前にはりんスポ50周年ということで大きな大会が行われました。この臨海スポーツセンターは以前、大阪府の方で施設の耐震化が進んでいないという点から、一旦は廃止という方向になっていました。しかし、ここを愛しておられるスケート選手や利用する市民の皆様が何とか耐震化してほしいということで一億五千万円の寄付を集められて、もう半分の一億五千万を大阪府が負担し、計三億円をかけて耐震化がなされました。
このように立派なストーリーがりんスポにはありますので、スケートという原点の一つを大事にしながら大阪府と一緒に臨海スポーツセンターと本市のエリアを一体的に活性化できればと思っております。
もう一つ北にいきますと高石漁港・マリーナがございます。ここも今は高石市の施設なのですが、写真のようにスポーツ施設と浜寺公園を結んでいる重要な拠点だというふうに考えております。ここをしっかりと整備することで、旧市民会館・図書館跡地と浜寺公園を円滑に繋げる導線を確保することが重要と考えております。この高石漁港周辺では朝昼晩とランニングされている方が非常に多くいらっしゃいます。先ほど七野さんからもありました海岸通り・ロシア道と呼ばれているところも散歩されている方が多いので、皆様がここを仕方なしに通るのではなく、風景を楽しみながら浜寺公園に行けるような整備がこれから必要なんじゃないかなと思っています。
この漁港周辺の風景は私が子どもの時から変わっておりません。私が若い時は、市民会館、図書館を通って、りんスポを通って、漁港を通って浜寺公園の運河に行き、友達とよく語り合っていました。そんな風に市民の皆様に親しみやすいような風景がここにはあるのかなと感じます。
これら旧市民会館・図書館跡地、臨海スポーツセンター、そしてこの漁港・マリーナ、そしてなにより浜寺公園がそれぞれ掛け算されているような未来が必要ではないかと思っています。
次のスライドではアイデアを列挙させていただいております。例えば浜寺公園を活用したランニング施設を整備する。大阪城公園などでは、スーツで訪れてもランニングができるように、ウェアや靴の貸し出しがあり、シャワーを完備しているような施設もあります。すべて説明すると長くなるので、もう一つだけ挙げさせていただくと、一番右下のナイトパーク×芸術祭などのコンテンツの展開です。夜の公園というと少しおどろおどろしいイメージがありましたが、今日では日本各地の公園で夜のエンタメやナイトサファリを行い、夜でも公園を楽しんでいただける施策がなされています。
コロナ禍で中止になっていたかもしれませんが、浜寺公園のばら園で夕暮れ時にジャズコンサートが行われていて、これも夕方と夜の公園の良い楽しみ方かなと思います。
このように大阪府、堺市そして浜寺公園、そして何よりも地域の皆様と意見交換をしながら、公園とその周辺地域を市民の皆様が楽しめるような整備を進めてまいりたいと考えております。私からの発表は以上とさせていただきます。ご清聴ありがとうございました。

（画像元：畑中市長発表資料　※無断転載を禁じます。）

